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■観光に関する案内標識の現状と課題

■ガイドラインに盛り込むべき内容と対象

対応

各案内標識設置主体がそれぞれの目的に

応じた整備を行う際にも、基本的な考え方

については共通認識としておくことが必要

多様な主体がそれぞれの目的に応じて設置する

案内標識を、各主体が連携して、地域全体での案

内・誘導を考えた位置・内容とすることが必要

地域全体の戦略的な案内標識の整備基本的な考え方の確立

課題 ： 不適切な表示や配置

代表例 理解されない表現、二重の案内、異なる表示方法による混乱

主な原因 ： 設置主体・設置目的の多様性

案内標識は多様な主体がそれぞれの目的に応じて設置

（観光を主目的としているものとそうでないものが混在）

観光客は観光を主目的とする案内標識だけではなく、様々な種類の案内標識を活用

利用されている案内標識は統一的指針により整備されていない

共同点検の結果で指摘されているような問題が発生

ガイドラインの作成

道路案内標識

設置主体：

道路管理者

観光が主目的ではない案内標識 観光を主目的とする案内標識

共通事項

個別事項

例

公共交通機関
の案内標識

設置主体：

交通事業者等

官公庁施設の

案内標識

設置主体：

施設整備者

主に観光客を対象

とする案内標識

設置主体： 観光協会

地方公共団体、民間

ガイドラインの内容

計画・設置・管
理について

表示方法につ
いて
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